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１１. 特殊詐欺について 
（１）特殊詐欺を何から知ったか 

◇ 「テレビ」が９割半ば 

問３０ あなたは，特殊詐欺を何から知りましたか。               （○はいくつでも）

  n＝409

１ テレビ 96.3%

２ ラジオ 19.3%

３ 新聞 60.1%

４ インターネット（パソコン・携帯電話・スマートフォン） 24.2%

５ 防犯講習会などの講話 4.4%

６ 家族や知人などとの会話 27.1%

７ 金融機関やＡＴＭ機などに掲示されたポスター 37.2%

８ イベントや買い物などで配布されたチラシ 6.8%

９ 特殊詐欺を知らない 0.2%

10 その他（具体的に：               ） 1.7%

 （無回答） 1.2%

 
＜図Ⅳ－６－１＞全体 
 

テレビ 

ラジオ 

新聞 

インターネット（パソコン・携帯電話・スマートフォン） 

防犯講習会などの講話 

家族や知人などとの会話 

金融機関やＡＴＭ機などに掲示されたポスター 

イベントや買い物などで配布されたチラシ 

特殊詐欺を知らない 

その他 

無回答 

 
特殊詐欺を何から知ったかについては，「テレビ」が 96.3％で最も高く，次いで「新聞」が 60.1％，「金

融機関やＡＴＭ機などに掲示されたポスター」が 37.2％と続いている。（図Ⅳ－６－１） 
 
その他の意見では，「実際に電話・ハガキ・メールがきた」，「会社・警察・自治会回覧板のお知らせ」な

どがあった。 
  

96.3%

19.3%

60.1%

24.2%

4.4%

27.1%

37.2%

6.8%

0.2%

1.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=409
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性別・年齢別でみると，いずれの性別・年代でも「テレビ」が最も高く，「新聞」は男性の＜60 歳代＞＜

70 歳以上＞，女性の＜50 歳代＞から＜70 歳以上＞で 70％を超えている。「インターネット（パソコン・携

帯電話・スマートフォン）」では，男女ともに＜20 歳代＞から＜40 歳代＞で 30％超えている。特に，＜男

性/20 歳代＞は 75.0％と最も高かった。（図Ⅳ－６－２） 
 
家族構成別でみると，いずれの家族構成でも「テレビ」が最も高く，全体の傾向と同様であった。 
（図Ⅳ－６－２） 

 
＜図Ⅳ－６－２＞性別・年齢別/家族構成別 

 
 
 
 
 

全体 (409)

【性別・年齢別】 

男性（計） (159)

20 歳代 (12)

30 歳代 (31)

40 歳代 (30)

50 歳代 (21)

60 歳代 (35)

70 歳以上 (30)

女性（計） (250)

20 歳代 (18)

30 歳代 (32)

40 歳代 (38)

50 歳代 (49)

60 歳代 (74)

70 歳以上 (38)

【家族構成別】 

ひとり暮らし（単身世帯） (49)

夫婦のみ（一世代世帯） (116)

親と未婚の子ども（核家族） (171)

親と子ども夫婦（二世代世帯） (26)

親と子ども夫婦と孫（三世代世帯） (29)

その他 (15)

  

96.3%

96.2%

100.0%

93.5%

90.0%

95.2%

100.0%

100.0%

96.4%

100.0%

93.8%

94.7%

100.0%

98.6%

89.5%

95.9%

97.4%

97.1%

88.5%

96.6%

100.0%

19.3%

22.0%

8.3%
25.8%

23.3%

19.0%

31.4%

13.3%
17.6%

5.6%

15.6%

15.8%

22.4%

18.9%

18.4%

14.3%

20.7%

18.7%

19.2%

31.0%

6.7%

60.1%

57.9%

33.3%

51.6%

40.0%

47.6%

77.1%

76.7%

61.6%

27.8%

34.4%

50.0%

71.4%

74.3%

73.7%

46.9%

70.7%

54.4%

61.5%

72.4%

53.3%

24.2%

29.6%

75.0%

38.7%

43.3%

28.6%

14.3%

6.7%
20.8%

38.9%

56.3%

34.2%

16.3%

5.4%

5.3%

34.7%

19.0%

26.9%

19.2%

24.1%

13.3%

4.4%

5.0%

3.2%

4.8%

8.6%

10.0%

4.0%

7.9%

4.1%

1.4%

10.5%

2.0%

5.2%

2.9%

6.9%

13.3%

27.1%

18.2%

16.7%

19.4%

16.7%

28.6%

17.1%

13.3%

32.8%

5.6%
25.0%

13.2%

36.7%

45.9%

39.5%

28.6%

30.2%

21.6%

34.6%

41.4%

20.0%

37.2%

29.6%

16.7%

25.8%

23.3%

42.9%

22.9%

43.3%

42.0%

27.8%

31.3%

50.0%

44.9%

47.3%

34.2%

38.8%

35.3%

34.5%

38.5%

44.8%

60.0%

6.8%

5.0%

6.7%

4.8%
8.6%

6.7%

8.0%

3.1%

10.5%

8.2%

10.8%

7.9%

10.2%

3.4%

5.3%

15.4%

13.8%

0.2%

0.6%

4.8%

2.0%

1.7%

2.5%

6.7%

9.5%

1.2%

5.6%

2.6%
2.0%

2.6%

1.8%

3.4%

1.2%

2.0%

5.3%

7.9%

2.0%

0.9%

1.2%

3.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350%

テレビ ラジオ
新聞 インターネット（パソコン・携帯電話・スマートフォン）
防犯講習会などの講話 家族や知人などとの会話
金融機関やＡＴＭ機などに掲示されたポスター イベントや買い物などで配布されたチラシ
特殊詐欺を知らない その他
無回答



 
 

- 98 - 

（２）知っている特殊詐欺の手口 

◇ 息子等のふりをして金銭を振り込ませる「オレオレ詐欺」が１０割弱 

問３１ あなたが知っている特殊詐欺の手口は何ですか。             （○はいくつでも）

  n＝409

１ 息子等のふりをして金銭を振り込ませる「オレオレ詐欺」 97.1%

２ 事実のない代金請求をする「架空請求詐欺」 81.9%

３ 医療費等の還付があることをかたる「還付金等詐欺」 56.2%

４ 会社の融資をすすめる「融資保証金詐欺」 27.6%

５ 社債や株等の儲けをかたる「金融商品等取引名目の詐欺」 39.4%

６ 異性との交際のあっせんを語る詐欺 18.1%

７ ギャンブル必勝情報の提供をかたる詐欺 25.9%

 （無回答） 1.2%

 

＜図Ⅳ－６－３＞全体 
 

息子等のふりをして金銭を振り込ませる「オレオレ詐欺」

事実のない代金請求をする「架空請求詐欺」 

医療費等の還付があることをかたる「還付金等詐欺」 

会社の融資をすすめる「融資保証金詐欺」 

社債や株等の儲けをかたる「金融商品等取引名目の詐欺」 

異性との交際のあっせんを語る詐欺 

ギャンブル必勝情報の提供をかたる詐欺 

無回答 

 

知っている特殊詐欺の手口については，「息子等のふりをして金銭を振り込ませる『オレオレ詐欺』」が

97.1％で最も高く，次いで「事実のない代金請求をする『架空請求詐欺』」が 81.9％，「医療費等の還付が

あることをかたる『還付金等詐欺』」が 56.2％と続いている。（図Ⅳ－６－３） 

 

性別・年齢別でみると，「息子等のふりをして金銭を振り込ませる『オレオレ詐欺』」が，いずれの年代に

おいても最も多かった。「事実のない代金請求をする『架空請求詐欺』」は，男女ともに＜20 歳代＞から＜

60 歳代＞で 70％を超えているが，＜男性/70 歳以上＞60.0％，＜女性/70 歳以上＞57.9％と少なかった。「異

性との交際のあっせんを語る詐欺」「ギャンブル必勝情報の提供をかたる詐欺」は男性が多い傾向にある。

（図Ⅳ－６－４） 
 
家族構成別でみると，「息子等のふりをして金銭を振り込ませる『オレオレ詐欺』」が，いずれの家族構成

においても最も高く，次いで「事実のない代金請求をする『架空請求詐欺』」であった。「異性との交際のあ

っせんを語る詐欺」「ギャンブル必勝情報の提供をかたる詐欺」は家族構成人数が少ないほど高くなる傾向

にある。（図Ⅳ－６－４） 
  

97.1%

81.9%

56.2%

27.6%

39.4%

18.1%

25.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=409
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＜図Ⅳ－６－４＞性別・年齢別/家族構成別 

 

 

 

 

 

全体 (409)

【性別・年齢別】 

男性（計） (159)

20 歳代 (12)

30 歳代 (31)

40 歳代 (30)

50 歳代 (21)

60 歳代 (35)

70 歳以上 (30)

女性（計） (250)

20 歳代 (18)

30 歳代 (32)

40 歳代 (38)

50 歳代 (49)

60 歳代 (74)

70 歳以上 (38)

【家族構成別】 

ひとり暮らし（単身世帯） (49)

夫婦のみ（一世代世帯） (116)

親と未婚の子ども（核家族） (171)

親と子ども夫婦（二世代世帯） (26)

親と子ども夫婦と孫（三世代世帯） (29)

その他 (15)

 

97.1%

96.9%

100.0%

100.0%

96.7%

90.5%

94.3%

100.0%

97.2%

94.4%

100.0%

94.7%

100.0%

98.6%

92.1%

95.9%

98.3%

97.1%

92.3%

100.0%

93.3%

81.9%

86.8%

91.7%

96.8%

93.3%

90.5%

91.4%

60.0%

78.8%

88.9%

90.6%

84.2%

87.8%

73.0%

57.9%

79.6%

77.6%

88.9%

80.8%

65.5%

80.0%

56.2%

52.2%

58.3%

54.8%

50.0%

38.1%

48.6%

63.3%

58.8%

27.8%

59.4%

52.6%

61.2%

66.2%

60.5%

55.1%

56.0%

55.0%

65.4%

58.6%

53.3%

27.6%

33.3%

25.0%

35.5%

36.7%

14.3%

45.7%

30.0%

24.0%

11.1%

15.6%

18.4%

20.4%

36.5%

23.7%

30.6%

30.2%

26.3%

26.9%

27.6%

13.3%

39.4%

42.1%

25.0%

38.7%

40.0%

47.6%

45.7%

46.7%

37.6%

11.1%

40.6%

23.7%

38.8%

44.6%

44.7%

36.7%

41.4%

38.0%

46.2%

51.7%

13.3%

18.1%

27.0%

50.0%

35.5%

33.3%

9.5%

25.7%

16.7%

12.4%

11.1%

21.9%

18.4%

16.3%

8.1%

2.6%

30.6%

18.1%

16.4%

19.2%

10.3%

13.3%

25.9%

33.3%

50.0%

41.9%

40.0%

33.3%

28.6%

16.7%

21.2%

11.1%

31.3%

21.1%

28.6%

18.9%

13.2%

40.8%

26.7%

26.3%

19.2%

6.9%

20.0%

1.2%

2.0%

5.3%

7.9%

2.0%

0.9%

1.2%

3.8%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300% 350% 400% 450%

息子等のふりをして金銭を振り込ませる「オレオレ詐欺」 事実のない代金請求をする「架空請求詐欺」

医療費等の還付があることをかたる「還付金等詐欺」 会社の融資をすすめる「融資保証金詐欺」

社債や株等の儲けをかたる「金融商品等取引名目の詐欺」 異性との交際のあっせんをかたる詐欺

ギャンブル必勝情報の提供をかたる詐欺 無回答
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（３）特殊詐欺に関してどのような連絡を受けたか 

◇ 「連絡を受けたことはない」が４割半ば 

問３２ あなたはこれまでに特殊詐欺に関してどのような連絡を受けたことがありますか。 
（○はいくつでも）

  n＝409

１ 電話 27.4%

２ はがき 20.5%

３ パンフレットや封書 7.3%

４ 電子メール 19.1%

５ 連絡を受けたことはない 44.7%

 （無回答） 1.2%

 

＜図Ⅳ－６－５＞全体 
 

電話 

はがき 

パンフレットや封書 

電子メール 

連絡を受けたことはない 

無回答 

 

特殊詐欺に関してどのような連絡を受けたことがあるかについては，「連絡を受けたことはない」が

44.7％で最も高く，次いで「電話」が 27.4％，「はがき」が 20.5％と続いている。（図Ⅳ－６－５） 

 

性別・年齢別でみると，「連絡を受けたことはない」は＜女性/20 歳代＞が最も高く，66.7％であった。

連絡を受けたことがある人で，「電話」は＜男性/70 歳以上＞の 46.7％，「はがき」は＜男性/50 歳代＞の 33.3％，

「電子メール」は＜男性/50 歳代＞の 38.1％がそれぞれ最も高く，いずれかの方法で連絡を受けたことがあ

るのは，＜男性＞が多い傾向にある。（図Ⅳ－６－６） 
 
家族構成別でみると，「連絡を受けたことはない」は＜親と子ども夫婦（二世代世帯）＞が最も高く，61.5％

であった。（図Ⅳ－６－６） 
  

27.4%

20.5%

7.3%

19.1%

44.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=409



 
 

- 101 - 

＜図Ⅳ－６－６＞性別・年齢別/家族構成別 

 

 

 

全体 (409)

【性別・年齢別】 

男性（計） (159)

20 歳代 (12)

30 歳代 (31)

40 歳代 (30)

50 歳代 (21)

60 歳代 (35)

70 歳以上 (30)

女性（計） (250)

20 歳代 (18)

30 歳代 (32)

40 歳代 (38)

50 歳代 (49)

60 歳代 (74)

70 歳以上 (38)

【家族構成別】 

ひとり暮らし（単身世帯） (49) 

夫婦のみ（一世代世帯） (116)

親と未婚の子ども（核家族） (171)

親と子ども夫婦（二世代世帯） (26)

親と子ども夫婦と孫（三世代世帯） (29)

その他 (15)

 

  

27.4%

37.7%

33.3%

19.4%

43.3%

47.6%

37.1%

46.7%

20.8%

3.1%

15.8%

14.3%

32.4%

34.2%

32.7%

32.8%

23.4%

19.2%

27.6%

26.7%

20.5%

17.0%

8.3%

9.7%

16.7%

33.3%

25.7%

6.7%

22.8%

11.1%

9.4%

23.7%

24.5%

32.4%

18.4%

12.2%

20.7%

21.6%

19.2%

27.6%

26.7%

7.3%

9.4%

9.7%

13.3%

4.8%
14.3%

6.7%

6.0%

3.1%

5.3%
10.2%

8.1%

4.1%
8.6%

8.8%

3.8%

3.4%

6.7%

19.1%

23.9%

16.7%

45.2%

33.3%

38.1%

8.6%

3.3%
16.0%

27.8%

25.0%

36.8%

12.2%

8.1%

24.5%

10.3%

26.9%

11.5%

13.8%

6.7%

44.7%

35.2%

58.3%

35.5%

20.0%

14.3%

42.9%

46.7%

50.8%

66.7%

65.6%

39.5%

55.1%

41.9%

55.3%

44.9%

48.3%

38.0%

61.5%

48.3%

53.3%

1.2%

2.0%

5.3%

2.0%

5.3%

2.0%

0.9%

1.8%

0% 50% 100% 150%

電話 はがき パンフレットや封書

電子メール 連絡を受けたことはない 無回答
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（３－１）連絡を受けた際どのように対応したか 

◇ 「怪しいと思い無視した」が約７割 

問３３ （問３２で「１ 電話」「２ はがき」「３ パンフレットや封書」「４ 電子メール」と答えた

人に）あなたは連絡を受けた際どのように対応しましたか。          （○は１つ）

  n＝221

１ 怪しいと思い無視した 70.6%

２ 家族や知人などに相談した 8.2%

３ 警察に相談した 8.6%

４ 市消費生活センターに相談した 3.6%

５ 相手の話を信じて振り込んだ 0.0%

６ その他（具体的に：               ） 4.5%

 （無回答） 4.5%

 
＜図Ⅳ－６－７＞全体 

 

 
特殊詐欺で連絡を受けた際どのように対応したかについては，「怪しいと思い無視した」が 70.6％で最も

高く，次いで「警察に相談した」が 8.6％，「家族や知人などに相談した」が 8.2％と続いている。（図Ⅳ－

６－７） 

 

その他の意見では，「何らかの対策を講じた（行政に確認・依頼）」「逆に電話をした（脅かす，嫌がるま

でかけ続けた）」などがあった。 

 

性別・年齢別でみると，「怪しいと思い無視した」がいずれの性別・年代においても最も多かった。「警察

に相談した」は，＜女性/70 歳以上＞の 33.3％，「家族や知人などに相談した」は，＜男性/20 歳代＞の 20.0％
が最も高かった。（図Ⅳ－６－８） 

 
家族構成別でみると，「怪しいと思い無視した」がいずれの家族構成においても最も高く，「家族や知人な

どに相談した」は，＜夫婦のみ（一世代世帯）＞の 16.9％が最も高かった。（図Ⅳ－６－８）

怪しいと思い無視した
70.6%

家族や知人などに相談

した
8.1%

警察に相談した
8.6%

市消費生活センターに

相談した
3.6%

相手の話を信じて振り

込んだ
0.0%

その他
4.5%

無回答
4.5%

n=221
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＜図Ⅳ－６－８＞性別・年齢別/家族構成別 

 
 
 
 

全体 (221)

【性別・年齢別】 

男性（計） (103)

20 歳代 (5)

30 歳代 (20)

40 歳代 (24)

50 歳代 (18)

60 歳代 (20)

70 歳以上 (16)

女性（計） (118)

20 歳代 (6)

30 歳代 (11)

40 歳代 (21)

50 歳代 (21)

60 歳代 (43)

70 歳以上 (15)

【家族構成別】 

ひとり暮らし（単身世帯） (26)

夫婦のみ（一世代世帯） (59)

親と未婚の子ども（核家族） (103)

親と子ども夫婦（二世代世帯） (10)

親と子ども夫婦と孫（三世代世帯） (15)

その他 (7)

 
  

70.6%

80.6%

80.0%

95.0%

79.2%

77.8%

70.0%

81.3%

61.9%

100.0%

81.8%

71.4%

71.4%

48.8%

40.0%

73.1%

62.7%

75.7%

80.0%

66.7%

57.1%

8.1%

3.9%
20.0%

5.6%

5.0%

6.3%

11.9%

9.5%

19.0%

16.3%

6.7%

7.7%

16.9%

3.9%

6.7%

14.3%

8.6%

7.8%

12.5%

5.6%

15.0%

6.3%

9.3%

4.8%

11.6%

33.3%

7.7%

11.9%

4.9%

10.0%

13.3%

14.3%

3.6%

6.8%

9.1%

4.8%

11.6%

6.7%

3.8%

1.7%
5.8%

4.5%

4.9%

5.0%

8.3%

5.6%

6.3%

4.2%

9.1%

4.8%

7.0%

3.8%

1.7%
5.8%

10.0%

14.3%

4.5%

2.9%

5.6%

10.0%

5.9%

9.5%

4.8%

4.7%

13.3%

3.8%

5.1%

3.9%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

怪しいと思い無視した 家族や知人などに相談した

警察に相談した 市消費生活センターに相談した

相手の話を信じて振り込んだ その他

無回答



 
 

- 104 - 

（４）特殊詐欺被害を防止するために必要なこと 

◇ 「家族間等における話し合い」が約７割 

問３４ あなたは，特殊詐欺の被害を防止するためには，どのようなことが特に必要であると思いますか。

（○は２つ）

  n＝409

１ 家族間等における話し合い 68.7%

２ 警察からの手口等に関する情報提供 22.0%

３ 高齢者等を対象とした防犯講習会等の開催 14.9%

４ テレビ・新聞等による被害防止の呼びかけ 29.3%

５ 自宅の電話機を留守番電話に設定 16.6%

６ 自宅の電話機に，犯人からの電話をつながりにくくする機器を設置 18.8%

７ その他（具体的に：               ） 3.4%

 （無回答） 7.8%

 
＜図Ⅳ－６－９＞全体 
 

家族間等における話し合い 

警察からの手口等に関する情報提供 

高齢者等を対象とした防犯講習会等の開催 

テレビ・新聞等による被害防止の呼びかけ 

自宅の電話機を留守番電話に設定 

自宅の電話機に，犯人からの電話をつながりにくくする機器を設置 

その他 

無回答 

 
特殊詐欺の被害を防止するために必要なことについては，「家族間等における話し合い」が 68.7％で最も

高く，次いで「テレビ・新聞等による被害防止の呼びかけ」が 29.3％，「警察からの手口等に関する情報提

供」が 22.0％と続いている。（図Ⅳ－６－９） 

 

その他の意見では，「個人の防犯意識の向上・知識を高める」「まず疑う・確認してから行動」「厳罰を与

える」などがあった。 

 

性別・年齢別でみると，いずれの性別・年齢でも「家族間等における話し合い」が最も高かった。その中

で，＜女性/20 歳代＞の 44.4％は他の年齢層と比較すると少なかった。（図Ⅳ－６－１０） 
 
家族構成別でみると，「家族間等における話し合い」は，＜親と子ども夫婦と孫（三世代世帯）＞の 86.2％

が最も高く，家族構成人数が増えるとともに高くなる傾向にある。（図Ⅳ－６－１０） 
 
  

68.7%

22.0%

14.9%

29.3%

16.6%

18.8%

3.4%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80%

n=409



 
 

- 105 - 

＜図Ⅳ－６－１０＞性別・年齢別/家族構成別 

 

 

 

 

 

全体 (409)

【性別・年齢別】 

男性（計） (159)

20 歳代 (12)

30 歳代 (31)

40 歳代 (30)

50 歳代 (21)

60 歳代 (35)

70 歳以上 (30)

女性（計） (250)

20 歳代 (18)

30 歳代 (32)

40 歳代 (38)

50 歳代 (49)

60 歳代 (74)

70 歳以上 (38)

【家族構成別】 

ひとり暮らし（単身世帯） (49)

夫婦のみ（一世代世帯） (116)

親と未婚の子ども（核家族） (171)

親と子ども夫婦（二世代世帯） (26)

親と子ども夫婦と孫（三世代世帯） (29)

その他 (15)

 
  

68.7%

59.7%

66.7%

54.8%

53.3%

57.1%

60.0%

70.0%

74.4%

44.4%

81.3%

81.6%

77.6%

70.3%

78.9%

57.1%

62.9%

69.6%

80.8%

86.2%

80.0%

22.0%

23.3%

33.3%

22.6%

20.0%

28.6%

25.7%

16.7%

21.2%

33.3%

28.1%

26.3%

24.5%

18.9%

5.3%

18.4%

18.1%

25.1%

26.9%

24.1%

20.0%

14.9%

17.0%

16.7%

29.0%

23.3%

19.0%

2.9%
13.3%

13.6%

33.3%

12.5%

13.2%

14.3%

10.8%

10.5%

26.5%

10.3%

16.4%

7.7%

10.3%

13.3%

29.3%

27.7%

33.3%

32.3%

23.3%

19.0%

28.6%

30.0%

30.4%

33.3%

31.3%

34.2%

30.6%

28.4%

28.9%

18.4%

31.0%

32.7%

23.1%

20.7%

40.0%

16.6%

12.6%

8.3%

6.5%

6.7%
23.8%

11.4%

20.0%

19.2%

12.5%

18.4%

22.4%

24.3%

18.4%

12.2%

17.2%

16.4%

26.9%

20.7%

6.7%

18.8%

22.0%

16.7%

16.1%

33.3%

19.0%

20.0%

23.3%

16.8%

11.1%

18.8%

7.9%

16.3%

17.6%

26.3%

18.4%

24.1%

15.8%

15.4%

20.7%

20.0%

3.4%

5.0%

9.7%

10.0%

5.7%

2.4%

2.6%

4.1%

2.7%

2.6%

4.1%

4.3%

3.5%

3.8%

7.8%

8.8%

8.3%

6.5%

6.7%

9.5%

14.3%

6.7%

7.2%

16.7%

6.3%

7.9%

2.0%

9.5%

5.3%

14.3%

10.3%

6.4%

3.8%

3.4%

0% 50% 100% 150% 200%

家族間等における話し合い 警察からの手口等に関する情報提供

高齢者等を対象とした防犯講習会等の開催 テレビ・新聞等による被害防止の呼びかけ

自宅の電話機を留守番電話に設定 自宅の電話機に，犯人からの電話をつながりにくくする機器を設置

その他 無回答


